
現在の護国神社の上空より見る 福岡城の主郭部、本丸・二の丸・南二の丸 (模型)(しんわ福岡城資料室より)

「先
人
の
心
を
次
世
代
金

福
岡
城
の
南
に
位
置
す
る
、
護
国

神
社
の
杜
は
城
内
の
自
然
林
の
中

に
造
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
る
方
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
実
は
神
社
の
社
は

昭
和
十
八
年
の
創
建
時
、
城
外
福

岡
練
兵
場
跡
地
に
福
岡
県
民
延
べ

十
五
万
人
の
方
々
の
誠
心
こ
も
る
勤
労
奉
仕
と
三
，○
○
○

本
の
献
本
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
人
工
の
社
で
す
。
こ
の
杜

も
、
は
や
六
十
五
年
を
迎
え
都
会
の
中
に
あ
り
、
人
々
の
心

を
癒
す
鎮
守
の
杜
と
し
て
春
夏
秋
冬
親
し
ま
れ
、
私
た
ち
を

見
守
っ
て
い
ま
す
。

鎮
守
の
社
が
果
た
す
役
割
は
、
地
球
環
境
保
全
の
観
点
か

ら
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
あ
る
調
査
に
よ
れ
ば
、
杉
な

ど
の
植
林
が
進
ん
だ
日
本
の
一
般
的
な
森
林
よ
り
二
酸
化

炭
素

（Ｃ
０
２
）
を
三
倍
以
上
蓄
積
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
福
岡
城
・大
濠
公
園
・護
国
の
杜

は
、
都
心
の
貴
重
な
緑
地
遺
産
と
し
て
次
世
代
に
大
事
に
保

護
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
帰
宅
時
や
散
歩
の
折
に
神
社
の
前
か
ら

城
内
、
南
二
の
丸
に
向
か
っ
て
上
が
り
、
け
や
き
通
り
に
沿
っ

て
城
内
を
高
等
裁
判
所
方
面
に
歩
を
進
め
る
と
お
濠
や
道

端
に
は
ゴ
ミ
が
散
乱
、
所
々
に
落
書
き
も
目
に
し
現
代
の
日

本
人
の
公
徳
心
の
な
さ
に
果
れ
ま
す
。

比
較
す
る
の
も
お
か
し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
よ
く
東

京
は
緑
地
が
少
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
手
入
れ
も
よ
く
行

き
届
き
整
備
さ
れ
、
む
し
ろ
福
岡
の
町
よ
ヶ
緑
地
が
多
い
と

思
う
く
ら
い
で
す
。
福
岡
の
町
は
海
も
山
も
す
ぐ
近
く
に
あ

る
こ
と
が
逆
に
自
然
の
恵
に
対
し
て
疎
か
に
し
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

福
岡
城
天
守
閣
が
み
ん
な
の
力
で
再
現
で
き
れ
ば
、
福
岡

の
町
の
自
然
・歴
史
・文
化
に
興
味
を
持
ち
学
び
、
郷
上
に
誇

り
と
自
信
が
生
ま
れ
公
徳
心
も
育
ち
大
切
に
し
て
ゆ
く
の

で
は
と
思
う
次
第
で
す
。



平成20年 6月 20日開催の第4回通常総会及び第7回理事会に於いて下記の事項が承認されました。

' 1.平

成19年度事業報告及び堅彎 ……1珪ヱ 』暫讐⊇■          皇 _…勝 t.………
【平成19年度事業報告書】            【平成20年度事業報告書】       |      ‐

|

3.平成20年度 役員名簿

平成19年度4月 1日 から平成20年 3月 31日 まで    NPO法人鴻llg館 福岡城跡歴史:観光・市民の会
11事業の成果 1 事業の方針
鴻臆館:福岡城を生かした地域活性化とその復元を  鴻臆館 福岡城を生かした地域ill性化とその復元を
目指して、ド記活動を実施することによって、鴻臆館   目指して、イベント開催や研究 啓発事業を積III的
福岡城に対する市民の認識を更に新たにした。    に行うとともに、関係諸団体との連携を二層活発化

顧問 麻生 渡

顧間 1古日 宏

顧間 黒口 長久

顧間 黒日 長高

福岡県知事 |

福岡市長  |

黒国家15代当主

黒田家

こ次の百業: 事業内容 χ籠日町 実施場所 従事者人数
諦対象者′
[Ш lび人さ

支出報|千円

イベツト開催

イベント開催

イベント開催

々

イベント開催

研究
=発

研究]発

研究啓発

爵桜0宴

どんた犠台

識 歴史展

1月の宴

吏言塀詰111リア‐

詳演会のlll

機ll紙

4月 6日

5月 34日

:12224[

11月 2224[

9月 27日

8回

8月 11日

3月 1日

4回

福岡筑跡

福岡城趾

よみう

'ブ

ラサ

アク|ス 1岡

li岡城跡|

福岡県内|

囁出センター

アクロス掘潤

事務所

30人

50人

10人

50ノk

50人

24人

20人

20人

20人

市民150人

市長6000人

市民180人

市民1260人

市長1800人

市民355人

市民100人

li民 200人

市長:im311日

150

8,249

500

1 090

61946

0

102

228

1314

(2)その他の事業

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業

こ款の事業を 実施日時 実施場所 ti者の人数,出額|千円

丼全活動事業 個人団体への嘉金活重 随 時 随所 10人

【平成19年度収益事業会計収支計算表】||

議頚皓晶:属脇簡胤裸鷹

し、鴻艦館・福岡城に対する認識を更に新たにして
いく。
2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業

【平成20年度特定非営利活動に係る
| ‐       ‐事業会計収支予算書】

平成20年度4月 1日から平成21年 3月 31日まで |

NPO法人 鴻臆館 福岡城跡歴史1観光 市民の会
rl  日 金額 (単位 :円 )

I経常収入の部

1事業収入

イベント開催事業

|  ‐どんたく舞台

観月の宴

西日本新聞旅行企画ll

研究.啓発事業

‐  福岡城黒日五十二万石の
歴史と観光展及び黒日24騎展

その他事業

格常収入合計

H経常支出の部

1事業費

イベントlll催事業     |
どんたく舞台

|  五月の宴

観桜の妥

研究啓発事業

福岡城黒日五十二万石の

歴史と親1光融 び黒田24騎渓

その他事業

2管理費

1経常支出合計

ユその他の資金収入1部

l ll,入 |

|そ,ll暉全収卜●FI
当期収入差額
1前期繰越収入差額

次期榊越収支差額   | |

２

■

２

1.256,160

466.200 17,098.384

17098384

81243,05o

61924、 30p

43,000

11832,774

‐ 258.198 17,301322

181324,48(

1023 163 1023‐ 163

82,983 821983

82、 98〔

114311(

116217

21305291

科   目 金額 (単位 :円 ,

1経常収入の部

1会費収入

2事業llt入

観桜の宴

どんたく聾台

観月の宴

薪能

観光歴史大学  ‐
1 福岡城歴史民

史跡探訪バスッア
こ

言演含 |
護関紙発行

3そのlllの事業会計からの

,入経常収入合言|
ll経常支出の部
1事業資|

飾枷つ宴
どんたく舞台

複月つ宴

薪能

観lt,■大学
1  福岡城婦史展

史跡探訪バスツアー

1講長会   |
機関紙発行
2管理賞
3F備費|

経常支出合計

経常収入差額
Ilその他資金収入の部

その他資金収入合計
Ⅳその他資金収出の部

その他資金収出合計
1当期収
=差
額

前掘繰越収支差額 
‐

次期繰越11■差額‐ |

2,900.000 2,000,000

16、 970,000

330000
5,800.000

6,00.01000

‐   10
1,p00,000
300,000

240,Oo0

300,000
0 13970000

100,000 100.000

430000
6.200,000

6,000.000

0

1,000.000

300,000

0

450,000

1400000 15780000

6970000

26321380

=笏靱 蝙 鶉

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鴻
鵬
館
。

福
岡
城
跡
歴
史
・観
光

・市
民
の
会

第
４
回
通
常
総
会
報
告

日
時
　
平
成
２０
年
６
月
２０
日

（金
）

１０
時
～
１２
時

場
所
　
読
売
新
聞
西
部
本
社
ｌ
Ｆ

よ
み
う
リ
プ
ラ
ザ

審
議
事
項

第
１
号
議
案

。
平
成
１９
年
度
事

業
報
告
及
び
収
支
決
算

第
２
号
議
案

。
平
成
２。
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算

５
月
３０
日

（金
）
の
第
７
回
理
事

会
を
経
て
、
総
会
が
開
催
さ
れ
右
記

の
と
お
り
無
事
終
了
し
ま
し
た
こ

と
を
会
員
の
皆
様
に
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
事
務
局
よ
り
新
規
事
業
と

し
て
「福
岡
歴
史
観
光
市
民
大
学
」

の
開
講
及
び
Ｈ
月
上
旬
の
下
の
橋

大
手
門
の
開
通
式
典
に
つ
い
て
説

明
を
い
た
し
ま
し
た
。
西
理
事
よ
り

福
岡
市
博
物
館
自
主
企
画
特
別
展

「黒
田
長
政
―
二
十
四
騎
展
」
９
月

‐２
日
よ
り
開
催
の
ご
案
内
が
あ
り

ま
し
た
。

む款の事業 実施予定tl晴 実施予定場所 t事者の予定1
翻

舞 支卍見込額叶「

イベント開催

イベント開|
イベントll催

イベント開催

イベントil催

イベント開催
111.喘発

研究啓発
々

研究.■発
々

々

観Iの晏
どんたく,台

緞日城歴史民

観月の1
薪能

t路「加1ソ「1

婦1観光

,t掌講1
講演会の開置
々

機関紙発行

朝

＝

＝

叩

脚

脚

胴

卜

＝

釧

・明

梱

福‖城跡

福ll城獅

よみう0プガ
アクロス福岡

福伺城跡
‐福岡城,
‐福ltl県内

まみうヴラず仙
よみう〕プラす他
アクロス福]他
アクロス禍剛也

事務所

30人
50人
10人
50人
50人
50人
3人×8J
15人×5回

15人 X5回

5人×2回

5人×2Π

5人 X2日

ll民200人

市民8000人

1市民300人

市民1 3oO人

市民2000人

市民600人

市鳳01X8日

市民100人

市民100人

市即 Onl

市民300人

1民 llll襄 ,1日

430
6,200
300

6,000
0
0

11000

450

1、 400

役  名 氏  名 報酬の有無 事 項

理事長

副理事長

理 事

理1事

1理 事

理 事

理 事

理 事

理1事

理1事

監 事

石井 幸孝

中島‐敏行

吉谷 正人

井口 1雄哉

稲員人三郎

緒方世喜子

岡部定‐郎

各務  章

高倉 清子

西 憲‐郎

仁田 辰治

IIL

無

無

鉦

無

缶

無

鉦

霊

価

証

再 任

再 任

新 任

再 任

再 任

再 任

再 任

再 任

再 ‐任

新 1任

再 任

敬称略

(2)そ の他の事業

=款の事業 範予定目F 実施l,定場, 支出見込額|千 F

1」人団体への募金活重 随 時 随所 10人



福
岡
城
探
誌

ス
前
の
ご
絡
形

累
囲
″
水

藤
　
金
之
助

故
郷
の
姫
路
で
は
戦
国
の
英
雄
、
黒

日
官
兵
衛
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
い
る
が
、

晩
年
を
過
し
た
太
宰
府
、
福
岡
で
は
も
つ

ぱ
ら

潔
翌
則
の
ご
隠
居
」
黒
田
如
一水
と
し

て
家
臣
は
も
と
は
“
領
民
・や
一子
一秩
‐‐たち

に
も
親
し
ま
れ
ヽ
そ
の
言
一行
に
は
．さ
な
が

ら
良
寛
さ
ん
を
偲
ば
せ

る
よ
う

な
逸
一話

が
多
い
。
　
　
　
●
●
●
●
●
●
●
●
●

一
六
〇
三
年
、
二一一年
余
．を
太
一宰
府
で
仮

住
い
を
し
て
い
た
．如
水
は
い
福
岡
城
内
の

北
西
、
〓
あ
一丸
●
岡
の―
上
の
隠
居
所
‘

‐
移

る
。五
十
二
万
石
の
―人
守
の
伐
の
住
据
ど

は
思
え
ぬ
質
‐一朴
一な
住
一居
で
、女日‐水
の
命
で

ぁ
っ
た
。こ
〓
は
後
に
藩
主
に
仕
′
る
億

匠
の
屋
敷
と
一な
一，
■

お
鷹
屋
敷
■
‐‐‐と

…呼

ば
れ
る
よ
す
に
な
０
た
｝そ
，
跡
地
一は
現

在
一ｔ
ゃ
く
な
じ
，
公
ｉ
一ど
・し
て
■
一‐民‐‐０

■
を
楽
し
ま
せ
て
●
る

‐‐‐‐
９‐‐
一
一●
●
●
一

一
隠
居
所
で
の
如
水
０
生
・活
は
一質
素
一そ

の
も
の
で
仕
え
る
小
一孝
・や
・召
使
い
‐‐も‐
少

ぐ

櫛^
橋
夫
人
（幸
恒
）の
侍
・女
も
螢
．か

で
あ
っ
た
。　
　
●
■
一　
　
・●
●

こ
の
隠
居
所
に
は
播
州
以
来
の
功
Ｅ

た
ち
が
次
々
と
訪
れ
、
如
水
を
園
ん
で
酒

を
飲
ん
で
は
夜

を
徹
し
て
歓
談
し
た
と

い
つ
。
ま
た
如
水
は
若
い
家
臣
た
ち
を
呼

ん
で
は
父
祖
の
武
勇
を
語
っ
て
聞
か
せ

教
育
を
し
た
。

如
水
は
暇
．が
あ
る
と
小
者

一
人
を
連

れ
て
福
岡
の
町
に
出
か
け
気
軽
に
家
臣

の
家
に
立
ち
寄
り
、
茶
な
ど
を
飲
ん
で
雑

一談
を
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
ま

た
子
供
好
き
だ
っ
た
如
水
は
子
供
た
ち

一を
集
め
て
お
菓
子
を
や
っ
た
り
、
小
鳥
を

与
え
た
り
し
て
一
緒
に
遊
ん
で
飽
き
な

一か
っ
た
。
子
供
た
ち
も
良
く
な

つ
い
て
、

一隠
居
一所
に
来
て
は
如
一水
一を
誘
っ
て
広
い

庭
で
遊
ん
だ
そ
う
だ

‐‐‐
。
●
　

．

■
如
．水
は
人
使
い
の
名
人
と
云
わ
れ
る

が
、
或
る
時
竜
若
と
い
う
．子
供
の
草
履
取

り
の
い
た
ず
ら
が
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い

の
で
、
台
所
の
柱
に
縛
り
つ
け
た
。
そ
こ
へ

日
合

か
一ら
一ウ
一サ
を
差

し
一上
げ

た
い
と

云
一っ
．て
ぃ
た
の

で
如
水
・は
竜
若
の
縄
を

ど
．ぎ
使‐
い
に
出
し
ず
帰
う
て
く
る
と
ウ
リ

一を
食
べ
搭
せ
‐
‐
又
一囀

‐
る
で
十
っ
し
て
３
日

間‐
●
放
し
て

は
用
事
を
さ
‐せ
、
又
縛
っ
て

・よ
う
や
く
許
し
一て
や
る
。
側
の
者
が
珍
ら

一し
い
罰
だ
一と
一聞
く
と
、
如
水
は
笑
っ
て

一
竜
若
の
い
た
ず
ら
を
直
そ
う
と
縛
っ
た

が
、
使
・わ
な
い
の
も
損
だ
し
、
縛
り
づ
め

も
可
愛
そ
う
だ
か
ら
時
々
放
し
て
用
事

を
さ
せ
た
。
ゆ
る
ゆ
る
と
折
檻
す
れ
ば
こ

，
る
で
ぁ
ろ
う
。
」
と
語
り
、
み
ん
な
は
笑

い
な

が
ら
．も

如

水

の
優

し

さ

に
感

じ

入
っ
た
と
で
，
。

こ
の
隠
居
所
で
の
生
活
は
、
戦
国
の
動

乱
の
な
か
、
常
に
戦
場
に
あ

っ
た
如
水
が

よ
う
や
く
晩
年

に
な

っ
て
幸
園
夫
人
と

ふ
た
り
、
質
素
な
が
ら
平
和
な
生
活
を

得
た
貴
重
な
時
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十

四
年
発
行
の
吉
川
英
治
の

小
説

「
黒
田
如
水
」
の
解
説
の
な
か
で
作

家

で
あ

り
、
評
論
家
の
本
村
毅

は
如
水

を
評
し
て

ア
」
の
人
、
単
な

る
武
将

で
な
く
、
文

雅
の
た
の
し
み
を
解
し
、
又
い
ま
で
い
う

人
道
主
義
的
な
行
為
に
富
ん
で
い
た
。
そ

の
逸
話
を
ひ
ろ
っ
て
い
く
と
、
ト
ル
ス
ト

イ
の
言
行
録
で
も
、
よ
ん
で
い
る
よ
う
な

気
が
す
る
こ
と
が
あ
る
。
」
と
絶
賛
し
て

い
る
。（参
考

・柳
猛
直
著

里
小田
三
百
年
し如水像如水の隠居屋敷跡

（株
￥
喝
通

中
村
工
業
（株
）

（株
）
キ
ョ
ウ
デ
ン
エ
リ
ア
ネ
ツ
ト

国
松
石
材
（株
）

神
道
夢
想
流
杖
道

（有
）
卜
丞

ア
ツ
ク

（株
）東
雲
堂

末 櫻 坂 酒 小 後 栗 川 笠 小 荻 江 浦 上 上 飯 有 赤

安 丼 回 井 宮 藤 サ1崎 作 野 野 本 志 野 野 田吉 松

重 隆 孝 貴 良  久 秀 慶 員 忠 信 温 尚  ―泰 公

光 志 治 子 俊 恵 明喜 子 宏 行 行 子 志 二 彦 徳 昭

吉 吉 宮 萬 松 松 松 藤 波 野 西 中 中 中 中豊 徳 田
‐
左

水 弘 原 野 岡井 井 末 間 上 田村 野 里 川 永 永 堀

勝 建 克  公 久 俊 金 啓 清 康  芳 公 恒 ヨ郁 敏
仁          シ

喜 ― 良 豊 二 子 規 矢 生 貴 弘 孝 子 哉 彦 子 子 則

鰊
輻
輻
鰈
鰈

倉 牛 猪 井 飯 飯 飯

崎 島 股 手 盛 盛 田

加 尚   利 利 時
津
代 子 孟 誠 康 明生

山 中露 菅 新 後

回原  原 原 藤

奈 利 克 道 明 直

美 房 則 之 博 伸

一警
慮
笙
年
●
月‐‐‐‐‐∈
ｒ
駐
碑
）



詢
到
場
刑
の
自
偲
到
目
３
日
郷
９

劃
重
コ涸
刷
到
義

―
古
代
の
ハ
イ
ウ
エ
イ
を
甦
ら
そ
う
―

☆

「新
た
な
公
」
モ
デ
ル
事
業

（市
民
の

〈李
新
規
事
業
・太
宰
府
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
共

同
事
業
）

七
世
紀
に
つ
く
ら
れ
た
壮
大
な
古
代

官
道
の
二
大
拠
点
は
、
畿
内
と
な
ら
ん

で
、
西
海
道
で
あ
り
、
域
内
す
べ
て
の
官

道
は
基
点
太
宰
府
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、

畿
内
と
の
大
路
（山
陽
道
）
、
鴻
臆
館
と
の

直
結
道
路
が
基
幹
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
一人
辛
府
一そ
‐申心
ｔ
ｔ
で
大
方
面
に

伸
び
る‐‐
官
道
ど
〓
一わ
せ
で
鴻
臆
館
ど
の

―‐‐連
橋
●
葉
‐点‐を
合
わ
■
（汰
宰
術
．鶴
紫

野
．両
市
域
を
中
心
と
し
た
福
岡
都
市
圏

の
―歴
史
一
文
．化
一
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・地
域
お

こ
し
等
の
グ
ル
ト
プ
ど
．ど
も
に
「古
代
官

道
探
一索
イ
ベ
ン
ト
ト
を
一始
め
た
い
と
思
つ

て
い
ま
す
「
国
・教
育
委
員
会
一学
会
等
に

よ―‐
る
従
来
の
発
掘
調
査
一
研
究
成
果
の
開

示
や
郷
土
史
家
の
協
力
を
得
て
、参
加
市

民
の
オ
リ
エ
ン
テ
■
シ
ョ
ン
を
行
い
、
地

図
等
に
よ
る
地
理
的
調
査
、
現
地
踏
査

調
査
、地
・名
豊
示
観
曇
一口い
伝
え
等
に
ょ
る

郷
土
史
的
調
査
を
継
続
一的
に
行
い
ま
す
。

そ
の
成
果
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
そ
の

活
用
法
に
つ
い
て
の
市
民
提
案
等
も
行

い
、
ル
ー
ト
上
の
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。古代官道の通行証

だつた駅鈴

θ匿

踵

平
成
二
十
年
九
月
十
四
日
（日
）

受
　
付

中
十
六
時
～

第

一
部
／
月
の
め
ぐ
み
に
感
謝
し
て

十
六
時
二
十
分
～

月
の
出
　
十
七
時
四
十
三
分

第
二
部
／
観
月
の
宴
　
十
八
時
十
分

瘍

匿

舞
鶴
公
園
西
広
場

☆
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
ま
ち

し
て
い
ま
す
。

θ

θ

r

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
会
・総
会
も
無
事
終
了
し
、
ほ
っ
と
し

な
が
ら
も
新
た
な
る
挑
戦
が
始
ま
っ
て
お
り

ま
す
。櫻】̈鰤鼈特一一跡纂榊郵邸備需獅嶽

こ
の
よ
う
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
天
守
閣

へ
の
夢
は
少
し
づ
つ
前
進
し
て
い
る
と
事
務
局

員
一
同
信
じ
て
諸
事
業
に
従
事
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
も
事
業
等
、
市
民
の
会
の
活

動
に
是
是
非
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様

の
ご
支
援
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【福
岡
城
本
丸
】

標
高
２４

ｍ
の
所

に
本
丸
御
殿
が
あ

り

初
代
藩
主
黒
田
長
政
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
本
丸
を
上
台
に
高
さ
１３

ｍ
の
天
守
台

の
上
に
２３

ｍ
の
天
守
閣
が
そ
び
え
て
い
ま

し
た
。
し
た
が
っ
て
海
面
か
ら
天
守
閣
の

航
ま
で
の
総
高
は
６０

ｍ
に
な
り
ま
す
。
（現

在
の
２。
階
建
マ
ン
シ
ヨ
ン
に
相
当
）

【南

二
の
丸
】

本
丸
の
南
側
方
面
の
守
り
を
固
め
る
た

め
、
黒
田
２４
騎
の
武
将
が
城
代
を
勤
め
て

い
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
天
守
閣

に
次
ぐ
大

き
な
南
三
階
櫓
が
あ
り
ま
し
た
。
更
に
今

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
多
間
櫓
が
あ
り

ま
す
。

【追
廻
橋
と
門
】

福
岡
城
内
に
は
三
カ
所
の
「橋
と
門
」
し

か
出
入
り
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

中
の
一
カ
所
が
こ
の
追
廻
橋
と
追
廻
門
で

す
。
現
在
は
復
元
橋
が
別
な
場
所
に
あ
り

ま
す
。
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